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２２

加
盟
組
合
の
取
り
組
み
（
北
海
道
大
学
「
基
礎
的
教

育
研
究
経
費
の
削
減
に
よ
る
深
刻
な
影
響
が
可
視
化
」、

筑
波
大
学
附
属
「
危
機
の
現
場
を
『
連
帯
』
で
変
え
る
」、

静
岡
大
学
「
月
給
制
と
年
俸
制
の
違
い
を
知
ろ
う
」）

３３

論
壇
「
植
物
は
宇
宙
を
目
指
す
」

富
山
大
学
学
術
研
究
部
理
学
系
教
授　

唐
原

一
郎

４４

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

・
宇
都
宮
大
学

  

「
皆
が
よ
り
よ
く
働
け
る
職
場
へ
」

・
鹿
児
島
大
学

  

「
組
合
の
活
動
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
ほ
し
い
こ
と
」

　

全
大
教
高
専
協
議
会
は
、
２

０
２
５
年
12
月
16
日
に
高
専
機

構
と
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し

た
。
高
専
機
構
か
ら
、
人
勧
を

踏
ま
え
た
給
与
改
定
、
労
働
安

全
衛
生
規
則
改
正
の
対
応
、
単

身
赴
任
手
当
の
支
給
要
件
の
拡

大
の
３
点
が
提
案
さ
れ
、
協
議

の
結
果
、
合
意
し
ま
し
た
。

　

給
与
改
定
に
つ
い
て
は
、
人

勧
準
拠
で
一
般
職
（
一
）
平
均

３
．
３
％
引
上
げ
、
期
末
、
勤

勉
手
当
を
そ
れ
ぞ
れ
０
．
０
２

５
か
月
分
引
上
げ
、
実
施
時
期

を
２
０
２
５
年
４
月
１
日
に
遡

及
を
す
る
提
案
が
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
通
勤
手
当
の
う

ち
自
動
車
通
勤
に
関
す
る
改
定

（
人
勧
準
拠
）、
宿
日
直
手
当
額

の
３
０
０
円
引
上
げ
、
級
別
資

格
基
準
表
の
必
要
在
級
年
数

の
廃
止
並
び
に
月
例
給
与
水
準

が
最
低
賃
金
を
下
回
る
場
合
の

差
額
補
填
手
当
新
設
に
つ
い
て

の
諸
手
当
関
連
の
提
案
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

全
大
教
高
専
協
議
会
か
ら
、

中
高
年
齢
層
の
引
上
げ
が
昨
年

度
に
比
べ
大
き
い
こ
と
を
評
価

す
る
一
方
、
依
然
若
年
層
に
重

点
を
置
い
て
い
る
改
定
内
容
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
中

高
年
齢
層
に
対
す
る
労
働
環
境

改
善
に
つ
い
て
協
議
を
継
続
す

る
こ
と
と
、
必
要
在
級
年
数
廃

止
に
関
連
し
て
高
専
機
構
で
運

用
さ
れ
て
い
る
標
準
昇
格
基
準

表
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
労
使

で
の
協
議
を
行
う
こ
と
を
提
案

し
、
高
専
機
構
も
受
け
入
れ
、

合
意
し
ま
し
た
。

　

労
働
安
全
衛
生
規
則
改
正

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
熱
中
症

対
策
の
事
業
者
に
義
務
付
け
ら

れ
た
措
置
を
、
こ
れ
ま
で
理
事

長
通
知
で
対
応
し
て
い
た
も
の

を
規
則
化
す
る
も
の
で
あ
り
、

合
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
昨
年
度
交
渉
に
お
い

て
継
続
協
議
と
な
っ
た
件
に
関

し
て
も
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
今
回
の
交
渉
に
お
け
る
中

高
年
齢
層
の
労
働
環
境
改
善

と
相
ま
っ
て
継
続
協
議
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
専
機
構
提
案
の
在

宅
勤
務
取
得
単
位
が
１
日
単
位

で
あ
っ
た
も
の
を
半
日
単
位
の

取
得
も
可
能
と
す
る
案
、
振
替

休
日
の
振
替
可
能
期
間
を
前
４

週
後
８
週
に
拡
大
す
る
案
に
つ

い
て
合
意
し
ま
し
た
。

　

全
大
教
高
専
協
議
会
は
、
高

専
機
構
の
全
大
教
加
盟
組
合

員
と
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
過
半
数

代
表
者
を
対
象
と
し
た
団
体
交

渉
報
告
会
を
１
月
７
日
に
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
し
、
30
人
の
出
席

が
あ
り
ま
し
た
（
写
真
㊤
）。

　

友
定
事
務
局
長
よ
り
、
今
回

の
合
意
内
容
と
交
渉
の
経
緯
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
最
後
に

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
多
数
の

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

熱
中
症
対
策
、
宿
日
直
手
当
及

び
宿
日
直
業
務
、
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
な
ど
に
関
し
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、
組
合
員
非
組

合
員
関
係
な
く
、
私
た
ち
の
働

く
環
境
や
そ
の
改
善
に
つ
い
て

同
じ
思
い
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
共
有
さ
れ
た
良
い
機
会
に
な

っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

全
大
教
高
専
協
議
会
で
は
、

各
高
専
の
ご
意
見
を
機
構
本
部

へ
届
け
、
よ
り
一
層
の
労
働
環

境
改
善
に
向
け
、
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
高
専
協
議
会
幹
事

　
　
　
　
　
　
　

小
林
一
誠
）

団
体
交
渉
報
告
会
を
開
催
︵
1
⽉
7
⽇
︶


